
 ３月４日、報徳北自治会（４４戸）の報徳神社の春の御

祭りが行われました。今年は私が組合長を務める新栄組合

（１７戸）が神社の当番。 地域の繋がり。家族の繋がり。

自然との繋がり。この地を司る大土主命。台座の四隅には、

四柱の祓戸の大神達が祀られています。 

この日の御祭りに合わせて準備を行う中で、自然界の神々

に守られている事を感じ、当日は穏やかな晴天に３０名を

越える人が集まり今年一年の健康と豊穣を祈願致しました。 

 

  ５日： 啓蟄 

 １２日： 満月 ： 旧 ２月 １５日 

１８日： 「 遺伝子組み換えルーレット 」 映画上映 

     マナビティーセンター ９時２０分から８５分 

      続けて 美幌会総会 １１時より 

２０日： 春分の日 

２８日： 新月 ： 旧 ３月 １日  

 

 高杉晋作が病床で辞世の上の句を詠んだ時に、看病をしてい

た野村 望東尼がそれに続く下の句を次の様に詠みました。高杉が詠んだ上の句は何だったのか？ 

住みなすものは こころなりけり 

２月１３日（月）平成２８年度 第三回 議会報告会・意見交換会 が、昼と夜の部の２回開催

されました。私は、夜の部に参加させて頂きました。 

テーマは“住み続けたくなるまち”  

    ～わが町の良いところ、不便に感じるところ～ 

吉田氏 ＪＲ北海道の問題。貨物輸送の確保。 

朝倉女史 子育て支援対策。 

三浦氏 自治会サポーター制度 

朝倉氏 ふるさとの良さ２点 「藻琴山、藻琴山の水」。「アイヌ文化、遺跡、地名」。 

高橋  子育て支援は大人に対する支援。これも一つの方法ですが、子どもたちに対して、時期が

来て町を離れる事があっても人として大きくなってまた戻って来たくなるような「ふるさとの意識」

を持てるような活動。 

  

 現在、小麦を挽く為の碾臼を探しています。冬の間に食育活動を

考えていましたが出来ませんでした。 次は、夏休み子どもキャン

プに取り入れられるように準備したいと考えています。神社で集ま

った人達に尋ねましたが「昔は在ったけれど…」という答え。 
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感謝と健康をベースにした明るい 人・家庭・まちづくり   
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２月１８日（土）東京国際展示場ビックサイト 

 

２０２０年、東京を中心とするオリンピック・パラリンピック開催に向かう中、国を挙げて有機

農産物等の生産等の拡大が推進されています。そんな動きに呼応する様に 

「自然農法の公開シンポジウム」が開催されました。 

主催： 一般社団法人 ＭＯＡ自然農法文化事業団 

後援： 農林水産省  東京都  日本有機農業学会 

     特定非営利活動法人 全国有機農業推進協議会 

     特定非営利活動法人 有機農業参入促進協議会 

 協賛： 日本オーガニックフラワー協会 

     Ａ Ｓｅｅｄ Ｆｏｒ Ｔｈｅ Ｎｅｘｔ  

     他 

 

私は、仕事や飛行機の都合で短期日の帰省をしていて北海道へ戻るこの日、この様なチャンスに

巡り会えた事、短時間でも講演を拝聴させて頂けた事に感謝し、社会に広めさせて頂きます。 

 まず、協賛団体ですが、私は、今まで「有機の食べ物」という意識は在りますが、「有機の花」

という意識は在りませんでした。ただ、人工的に着色された花に対する忌避感を抱くのみでした。 

今や、人々のこころやからだを癒してくれる花にも有機の思いが取り入れられているのですね。 

確かに、「不健康な食べ物」・「不健康な花」に接するよりは、「健康な花」に触れたいですよね。 

 また、「A Seed For The Next」という団体も在るのですね。直接的には、実際の種から生命・生

き方・食べ物といった命の営みを考える団体だと感じました。また、あらゆる分野・産業において

新たな価値観（種だと思う）の元に、人々が自由で楽しく健やかに共存共栄して生きて行くため、

全ての社会的活動に携わる人々が柔軟な連携を形作る為の場を構築する活動をしています。 



 特にこころに残った講演は、和歌山県紀ノ川市の医師であり、自然農法生産者でもある 豊田 

孝行氏（４１歳）の「自然農法にかける夢～医師として、農家として」でした。 


